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FRPM管をシールド二次覆工に用いる工法

（以下，FRPM管工法という）は，従来のコンク

リート二次覆工に比べて施工性，水密性等の機能

が優れていることが証明され，小口径シールドを

中心に施工実績を伸ばしてきた。

また，今後の下水道シールド管きょのあり方を

考えた場合，従来の二次覆工の機能に加えて内外

水圧や多機能断面（同一断面内の多目的配管）へ

の対応，耐食・耐震といった高機能化への要求が

高まっている。

本マニュアルでは，FRPM管を下水道シール

ド管きょへ適用し，管きょを高機能化させて使用

するための設計・施工・積算上の基本的な事項に

ついて示したものである。

崇

≡用　途

FRPM管工法とは，従来のコンクリートによ

る二次覆工の代替として，FRPM管（内挿用強化

プラスチック複合管）を用いて二次覆工する工法

である。

施工順序は，一次覆工終了後，管を搬入・接合

し，所定延長（60～80m）に達したところで管とセ

グメソトの隙間をセメソトレソガで間仕切り（間

仕切壁から間仕切壁の区間を一つのスパソとする）

して，スパソ内の管とセグメソトの空間に中込材

（ェアーモルタル）を注入する。この作業工程を繰

り返してFRPM管による二次覆工管きょを構築

する。FRPM管工法の概要を図－1に示す。

図－1FRPM管工法概要

≡効　果

（1）内・外水圧性能の向上について
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表－l FRPM管の管種

自然流‾卜用 内水月三対応用

呼　 び 径 600～3 ，000

管　　 析

L 2 種 L 3 椀 L P 2 種 L P 3 種

管厚が呼 び径 の2 ．0％ 管厚 が呼 び径 の1．2％ 管厚 が呼び径の2 ．0％ 管厚 が呼び径の1．2％

対応規格 JSW A S K －16 メー カー規格

許容外水圧 0 ．50M P a 0 ．23M P a 0 ．50M P a 0 ．23M P a

許容 内水tl三 0 ．30M P a

FRPM管は，管体および継手ともに高い水密

性能を有しているため，管きょに作用する内水圧，

外水圧に対応できるシールドトソネルを構築でき

る。また，管体の外水圧に対する座屈強度につい

ては，JSWAS K－16規格においてAmstutz式に

より管体の安全性が確認されている。許容外水圧

及び許容内水圧によるFRPM管の管種を表－1

に示す。

（2）耐震性の向上について

FRPM管工法の耐震性は，「下水道施設の耐震

対策指針と解説，日本下水道協会（1997）」に基

づいたレベル1，レベル2地震動に対する管体の

安全性と，継手の許容曲げ角度および管の抜出し

余裕量に対する水密性を有する。

（3）耐薬品性・耐酸性の向上について

FRPM管工法で用いられるFRPM管は，JSW

AS K－16に規定される耐薬品性試験ならびに耐

酸試験を満足する性能を有する。

（4）施工性について

FRPM管工法は，コソクリート二次覆工に比

べて二次覆工の厚さが薄いので，同一仕上り内径

の場合では，掘削断面を縮小することができる。

また，粗度係数を考慮した場合，コンクリート二

次覆工よりも小さい仕上り内径で同一流量を確保

し，掘削断面を縮小することができる。

また，FRPM管工法は，トソネル線形に関わ

らずコンクリート二次覆工の2倍以上の日進量20

m／日と，大幅な工期短縮が可能となる。特に，

曲線配管においては，曲管を用いることによりそ

の効果をさらに向上させることが可能である。

（5）多機能断面への対応について

FRPM管工法は二次覆工の厚さが薄いことに

より，有効断面が大きく，同一断面内に圧送管，

光ファイバーケーブルや電力管などの複数の管きょ

の配管に有利である。

また，管体の水密性が高いという特徴から，共

同溝などの点検やメソテナソス時の作業性も向上

する。

（6）経済性について

実施工現場における施工性および施工歩掛りの

実態調査を実施し，積算資料を作成した。作成し

た積算資料を用いて，FRPM管工法の施工事例

の施工条件により，コソクリート二次覆工による

施工を想定・積算し経済性の検討結果については

以下のとおりとなった。

．粗度係数を考慮した場合（同一流量），FRPM

管工法は，仕上り内径1，500mm以下ではコソク

リート二次覆工に比べて約10％のコスト縮減効

果が見込める。仕上り内径1，800mm以上ではコ

ソクリート二次啓工と同等である。

．粗度係数を考慮しない場合（同一内径），FRP

M管工法は，仕上り内径1，500mm以下ではコン

クリート二次覆工と同等である。

≡斜、方のポイント

本マニュアルは，FRPM管工法によりシール

ド二次覆工を行う際，実務者に必要となる設計・

施工・積算に関する基本事項について記述したも

のである。FRPM管工法によるシールド二次覆

工を採用することにより，下水道シールドトンネ

ルの二次覆工の高機能化とコスト縮減に役立てら

れる。

本マニュアルは，FRPM管工法の横算資料が
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添付されている。標準的なFRPM管工法の工事

費用は，この資料を参考にして積算できる。

本マニュアルは，内・外水圧性能，耐震性，経

済比較およびFRPM管の形状・寸法が参考資料

として記載されている。FRPM管工法の検討資

料として活用できる。

≡内　容

本マニュアルの目次を以下に示す。

第1章　総　則

第1節　目　的

第2節　適用範囲

第3節　用語の定義

第2章　FRPM管工法の概要および導入効果

第1節　FRPM管工法概要

第2節　FRPM管工法の導入効果

第3章　FRPM管工法の設計

第1節　使用材料

第2節　設計手順

第4章　施工および施工管理

第1節　施工

第2節　施工管理

積算資料

1．適用

2．積算資料の使用方法

3．代価内訳

4．構成人員

5．代価衷

参考資料

1．内・外水圧性能

2．耐震性検討

3．経済比較

4．FRPM管の形状・寸法
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